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１　土砂災害警戒区域の看板設置工事で、埋設管の損傷事故が発生 

12月13日、砂防工事で、土砂災害警戒区域看板の基礎を設置するために路肩を掘削していた際、 
水道管の支線を破損する物損事故が発生しました。 

事前に水道管の有無を確認しないで掘削したことが原因として考えられます。 

「静岡県地下埋設物の事故防止マニュアル」に基づき、埋設物管理者および監督員に協力を求めて 
試掘をするなど、事前に埋設管の位置を確認し作業することを、作業員全員に周知徹底することで、 
事故防止に努めてください。 


２　橋脚土留工の作業で、腹起しの落下による労災事故が発生 
　　 
12月８日、道路改築工事において、橋脚土留工の山留材のアンカー緊張作業を行っていた際、 
腹起しブラケットの溶接補強中に、上段の腹起しが滑り落ち右腕前腕部に当たる労災事故が発生しました。 

溶接作業中にブラケットが外れ腹起しが滑り落ちたことが原因として考えられます。 

事前に十分作業手順を確認し、溶接作業中に腹起しが落下する危険性の有無や、落下した時の安全対策を
検討しておくなど、必要なリスクアセスメントを行い、作業員に周知徹底し、事故防止に努めてください。 


３　下水道工事の脱臭ファンのＶベルト交換作業で、親指を切断する労災事故が発生 

12月１日、下水道工事において、脱臭ファンのVベルトを交換する際、誤ってプーリーとベルトの間に
右手親指を挟み、親指を切断する労災事故が発生しました。 

ベルトの交換後、状況の確認のため運転し、その後停止指令を入れた後、　惰性で回転している機器を
手で止めようとしたことが原因として考えられます。 

事前によく作業手順を確認し、十分にリスクを想定した上で、安全に作業を行うことを周知徹底し、 
事故防止に努めてください。 

　　　-----　安全はすべてに優先する　----- 
　　※県交通基盤部・経済産業部で発注した工事等で発生した工事事故を皆さんで共有するため、
アクシデントニュース速報として情報提供をしていきます。 
☆死亡事故ゼロ、傷害事故ゼロ、公衆事故ゼロを目指して 「交通基盤部工事事故防止行動計画」の
実践を　　　☆　静岡県交通基盤部　建設支援局　工事検査課
